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抄録タイトル：インフルエンザパンデミックへの医療対応のあり方：世界的規模での 

大規模災害対策として（社会機能維持の観点も踏まえて） 

 

現在のインフルエンザパンデミック:H1N1 への対応の観点から検討を加えた  

 検討項目として、実際の検疫所(成田空港)での医療側の動き、各地域での医療施設の対応を中

心に、また、企業・一般市民の観点からも検討を加えた。  

 検討結果と考察：  

  現在の、比較的毒性の低い(致死率・死亡率の低い)状況においても、地域的にパニックに陥

る傾向がみられた。  

医療施設においても、必ずしも十分な対応がなされえない場合も多くみられた。  

  また検疫所の役割とその評価に関しては、意見が分かれる面もあるが、一定程度の意義はあ

ったと考えられた。  

  抗インフルエンザ剤、ワクチンの投与は意義があると考えられるが、同時に副作用も念頭に

置いた使用、早期の検知も必要である。  

 まとめ  

  強毒性のインフルエンザ発生時は、より大きな犠牲が発生すると考えられ、現時点での社会

体制の整備を含めた医療体制の準備は更に見直す必要がある。  

 なお、これらの研究は、厚生労働省 新興・再興感染症研究「新型インフルエンザ大流行に備え

た訓練に関する研究」主任研究者 原口 義座 （国立病院東京災害医療センター）を中心とし

たものである。  

 また、分担研究者 川田 諭一(茨城県古河保健所 所長)を主編集者として、医院・診療所に

おける対応訓練の手引き～新型インフルエンザ(A/H1N1)感染症・蔓延期への備え～(暫定版)を作

成しつつある。近日中に配布の予定である。  

 


